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　伊藤恒満 会長 会　長　報　告
1.地区補助金プロジェクトを通して川崎市社会福祉協議会
 へ寄附した精米を使用して先日の「おにぎりキャラ
 バン」に続き12月25日(水)27日(金)に「みんなのご
 はん」というイベントが開催される。
 この取組は食糧配布による世帯支援と地域交流を目
 的としたもの。
「おにぎりキャラバン」はお米を炊いて食べるイベン
 トだったが今回のイベントは食糧支援セットとして
 精米と食品を来場者に配布する。

　伊藤恒満 会長 ゲ  ス  ト  紹  介

米山奨学生

ク マイン トゥアン様

1.次回例会は年明け1月9日(木)新春4クラブ合同例会とな
 る。御出席者はお間違えのないように。

　伊藤恒満 会長 ゲ  ス  ト  紹  介

神明建設株式会社
代表取締役

松本 勝明 様

松本様奥様

松本味穂子 様

富津シティRC
副会長

窪田 謙 様

窪田様奥様

窪田 幸江 様

柏南RC

齊藤 洋子 様

窪田様お孫様

窪田 蓮 様

窪田様お孫様

窪田 観 様

〇ご家族〇
 石田智奈美 様　山﨑　 恵美 様　増田　 裕子 様
 松下　 淳子 様　増田　 晶子 様　内田　 美江 様
 峰　　　基江 様　三野　 一代 様　根岸　 香織 様
 根岸　 咲妃 様　根岸 　美妃 様　三野    奏　  様
 島田　 典子 様　蓮池絵里香 様
 蓮池　 真翔 様　蓮池　 隼希 様
 野口めぐみ  様  田中　 彩　　様　田中　 善　　様
 御幡小夜子 様　御幡　 裕美 様　御幡　 美海 様



クリスマス家族会　＠ザクラシカベイリゾート

12月26日 第１回被選理事会 
＠ しゃぶ禅 川崎店

　　　　　　　　 

クラブ会報担当委員：増田 敏雄

議題

1.会長挨拶

2.松下年度の方針について

3.組織表について

4.地区補助金について

5.親睦活動について

6.次回以降の被選理解開催について

7.その他



地区補助金プロジェクトによるイベント

地区補助金プロジェクト内容

川崎区内の子ども食堂や貧困家庭へ食糧支援を行っている川崎区社会福祉協議会へ精米を贈るプロジェクト

精米は小俣商店様に御協力をいただき９５０キロ贈呈した。

「みんなのごはん」12月25日＠東綱会館　12月27日＠浜町4丁目町内会館 ＠東門前1.2丁目町内会館

みんなのごはん　※令和５年度　８団体３５回開催　１，５３６名が参加

【経緯】コロナの影響により令和２年３月から一斉休校があった。
　　　　→給食がなくなり、ネグレクトや生活困窮世帯等で食事を満足に取ることのできない、食事をとれているかが
　　　　　気がかりな子どもがいるとの相談があった。
　　　　⇒子どもの「命をつなぐ」ため川崎市社協と川崎区社協が連携し社会福祉法人(施設)、企業などの協力を得て
　　　　　食糧支援を開始した。
【支援の方法・流れ】
　　①食糧の確保：地域の方や社会福祉法人施設、企業に食糧のお願いをする。
　　②食糧の保管：いただいた食糧は食糧保管拠点にあつめられる。
　　③食糧の配布：支援の必要な家庭に食糧をお届けしたり取りに来てもらう。イベントを開催する。
【イベント】
　　・学校や関係機関に協力を得てチラシの配布や掲示＊実施する団体が学校などに訪問して直接依頼する
　　・チラシをみて申込んだ子ども(親)が来所
　　・食糧配付を地域の方々が行う
　　・食糧をお渡しするだけではなく地域の方々のアイデアでイベントを実施したりする
　　　ex)じゃんけん大会、ボッチャ、かき氷、フランクフルト
　　　※今回のイベントではお汁粉、豚汁、焼きそばを地域の方々が用意していた
　　「みんなのごはん」を通じて地域の方々とつながりが生まれる！！
【近隣の校長先生からの声】
　　・いざという時に自分たちがＳＯＳを出せば繋がれる支援があることがとてもありがたい。
　　・お祭りに行っても周囲と同じようにかき氷などを食べることのできない子どももいる。
　　　この様なイベントでみんなと同じ経験のできる場にもなっていてありがたい。
【配付物例】

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

奉仕プロジェクト委員長　野口四郎委員長
12月25日
クリスマスの日にお米の配付が行われました。同時に町内の皆さんがお汁粉を振る舞って地域のふれ合い的なイベントに
なっていました。「川崎マリーンRCから贈呈されたお米です」とポスターが貼られていて町会長や役員の皆さんからは御
礼の言葉を頂きました。
12月27日
浜町4丁目の町内会館において社会福祉協議会田島地区の皆さんにより当クラブ贈呈のお米の配布が行われました。
この地域は浜町の町内会が中心に活動して、朝から豚汁、焼そばの準備を開始。
午前11:00に『みんなのごはん』がスタート。続々とお米が配布されました。毎年同じ活動をしているそうですが、今年は

お米が手に入らなくて困っていたそうです。役員の皆様から「川崎マリーンRCさんのお陰で今年も配布ができる」と喜ん

で頂きました。浜町のこの活動はNHKから来年、取材をされるそうです。
また、午後15:00からは東門前町内会会館でも配布が行われました。
いずれの配布も社会福祉協議会から地区の小学校を通して『みんなのごはん』のお知らせと参加希望名簿を作成している

そうで、学校と町内会が連動して本当に必要な家庭にお米が届く様、配慮しているそうです。
伊藤会長はじめ参加して頂きました会員の皆様、暮れのご多様な時に参加して頂きありがとうございました。来年の盲導

犬育成の募金活動もよろしくお願い致します。

今回のイベントの協力団体　　　　
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